民主党幹事長
輿石　東　様
平成24年度総合特区推進調整費の確保について（要望）
去る9月30日に、関西を代表する産学と関西の３府県（京都府、大阪府、兵庫県）及び３政令市（京都市、大阪市、神戸市）が共同で、総合特別区域法に基づく「国際戦略総合特区」の指定申請を行いました。
関西には、世界的な需要の拡大が見込まれ、我が国の成長をけん引しうる　　新エネルギーやバイオ・医療関連で世界屈指の産学の集積があります。こうした関西の持てる力を最大限発揮できるように民間企業の活動環境を整える、そのための「仕組みづくり」こそが、東北を含めた日本全体の産業競争力の回復に貢献し、わが国の成長を実現するものと確信しております。
こういった観点から、関西全体で、「実用化・市場づくり」に焦点を絞った「イノベーションのプラットフォーム」を作り、産学官が一体となった協議会で関西の総力を挙げてイノベーションの推進を図るとする、今般の申請内容は、時宜を得た、適切なものと考えております。
また、こうした関西での取組は、基本的には、自治体が集中的な予算・資源の投入や地方税の減免等により、しっかりと汗をかくことを前提としており、一方的に国に支援を求めるものとはしておりません。しかしながら、国際戦略総合特区が「産業の国際競争力の強化」を実現し、日本全体の経済を支えることを目的としていることから、総合特区推進調整費による一定の国としての支援が必要となることも事実であります。
つきましては、是非とも関西イノベーション国際戦略総合特区を一日も早く指定いただくとともに、政府・与党としても平成24年度の総合特区推進調整費の必要な額を確保いただき、「実用化、市場づくりめざしたイノベーションの創出」に向け、関西の産学官が一丸となって取り組めるよう強く要望します。
平成２３年１２月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府知事　松井一郎
民主党幹事長代行
樽床　伸二　様
平成24年度総合特区推進調整費の確保について（要望）
去る9月30日に、関西を代表する産学と関西の３府県（京都府、大阪府、兵庫県）及び３政令市（京都市、大阪市、神戸市）が共同で、総合特別区域法に基づく「国際戦略総合特区」の指定申請を行いました。
関西には、世界的な需要の拡大が見込まれ、我が国の成長をけん引しうる　　新エネルギーやバイオ・医療関連で世界屈指の産学の集積があります。こうした関西の持てる力を最大限発揮できるように民間企業の活動環境を整える、そのための「仕組みづくり」こそが、東北を含めた日本全体の産業競争力の回復に貢献し、わが国の成長を実現するものと確信しております。
こういった観点から、関西全体で、「実用化・市場づくり」に焦点を絞った「イノベーションのプラットフォーム」を作り、産学官が一体となった協議会で関西の総力を挙げてイノベーションの推進を図るとする、今般の申請内容は、時宜を得た、適切なものと考えております。
また、こうした関西での取組は、基本的には、自治体が集中的な予算・資源の投入や地方税の減免等により、しっかりと汗をかくことを前提としており、一方的に国に支援を求めるものとはしておりません。しかしながら、国際戦略総合特区が「産業の国際競争力の強化」を実現し、日本全体の経済を支えることを目的としていることから、総合特区推進調整費による一定の国としての支援が必要となることも事実であります。
つきましては、是非とも関西イノベーション国際戦略総合特区を一日も早く指定いただくとともに、政府・与党としても平成24年度の総合特区推進調整費の必要な額を確保いただき、「実用化、市場づくりめざしたイノベーションの創出」に向け、関西の産学官が一丸となって取り組めるよう強く要望します。
平成２３年１２月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府知事　松井一郎
